
稲ワラすき込みで健全な田んぼ作り

麦づくりは排水対策が一番

病害虫への 抑制効果 

病害虫に抑制効果のあるケイ酸は…60㎏散布で、約18㎏のケイ酸が補給できます。
※水稲一作で必要なケイ酸は、15㎏～30㎏が必要とされています 

　“健全な土づくり”のための稲ワラすき込みは、強いイネ作りの効果や、病害虫や雑草を抑制する効果も
期待できます。土中での稲ワラ分解が進むよう、収穫後速やかに行うことが大切です。

いもち病菌 
　菌は、種子や被害ワラで
越冬し、翌年の発生源となり
ますが、腐熟、分解した稲ワ
ラでいもち病菌は越冬でき
ません。 
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萎病
　イネの再生芽（ひこばえ）を、
越冬前のツマグロヨコバイが
吸汁して病原体を獲得し、虫
の体内で病原が越冬して翌年
の発生源となります。すき込み
は、病原体を持ったイネの再
生芽を枯死させ、ツマグロヨコ
バイの越冬場所を減らします。
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　紋枯病にかかると茎葉が枯
れ上がり、未熟粒の増加や米
粒が小さくなり、減収します。
今年度に多発生した圃場では、
特に注意が必要です。早期に
稲ワラを深くすき込むことで、
地中深くに菌核を埋没します。

ニカメイガ 
　一般的に幼虫が稲ワラの
中で越冬するため、越冬幼
虫を減らすことができます。 

稲ワラのすき込みは、本田で越冬する病害虫を全般的に抑制する効果が期待できます。 

圃場の準備
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○暗渠排水のできているところは、排水管と直交に５m程
度の間隔で行いましょう。

○暗渠排水ができていないところは、更に間隔を狭めに行
いましょう。
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（排水溝）
○溝の間隔は狭い方が効果があります。特に湿気る圃場は

多めに設けてください。

○溝切り後は、溝内の土を取り除き、末端は必ず排水口に
繋いでください。

●土づくり
○耕土の酸度調整(PH5.5～6.0)と土づくりとして、土壌改

良資材(粒状苦土石灰・粒状ハレー28・苦土重焼燐等)
を散布してください。

●種子消毒
○なまぐさ黒穂病などが発病すると生育不良や品質低下や減収

を招きます。播種を行う前に、種子消毒を行ってください。
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土づくりの第一歩

さらに 相乗効果 も!

合わせて 土づくり資材 の投入も!

ＪＡの土づくり資材田華の豊稲は、 アルカリ補給だけでなく
ケイ酸・リン酸も豊富に補給できます。

※委託散布も行っております。
　　委託散布料金
　　1,100円/10a当り

水稲

営農情報

5双子座
5月21日〜6月21日

全体運／好調運に恵まれます。家族で過ごす楽しい予定を立てましょう。仕事面ではうまくいっているやり方をまねてみて
健康運／ダンスやラジオ体操がお勧めです　幸運の食べ物／ルッコラ


